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Calculated MW:71 kDa; Observed MW:71 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヒストンリジン脱メチル化酵素とリボソームヒスチジン水酸化酵素の両方の働きをするオキシゲナーゼ。特にヒストンH3の「Lys-4」（H3K4me）と「Lys-36」（H3K36me）を脱メチル化し、ヒストンコードにおいて中心的な役割を果たす。トリメチル化されたH3「Lys-4」（H3K4me3）とモノメチル化されたH3「Lys-4」（H3K4me1）残基を優先的に脱メチル化する一方、ジメチル化されたH3「Lys-36」（H3K36me2）に対する活性は弱い。また、60Sリボソームタンパク質L8の「His-216」の水酸化も触媒する。 SP7/OSXとの相互作用によりH3K4meおよびH3K36meを脱メチル化し、SP7/OSXを介したプロモーター活性化を阻害することで骨芽細胞分化の調節因子として作用する（類似性による）。また、リボソーム生合成や特定のヘテロクロマチン領域の複製またはリモデリングにも関与する可能性がある。MYC誘導性の転写活性化にも関与する。
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	C14orf169/NO66 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して A549 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

